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数量についての理解を深める算数科学習指導の在り方 

－ 低学年における自分の考えを表現し，説明する算数的活動を通して － 
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Ⅰ 研究主題設定の理由 

学習指導要領では，子どもの現状を踏まえ，「生きる力」を育むという理念のもと，知識や技能の

習得とともに思考力・判断力・表現力等の育成や身に付けた知識及び技能を活用していくことを重

視することが示された。特に算数科においては，具体物を用いた操作や，言葉，数，式，図，表，

グラフなどを活用して，自分の考えたことを表現したり，説明したりする算数的活動を充実させる

ことで，数学的な思考力・表現力を高めていくことが大切である。また，これまでに身に付けた学

習内容を他の事象と関連付けていくことで，数量についての意味や概念について，理解を深めてい

くことも大切である。 

本校では朝の活動の時間を利用し，計算力等を向上させる学習に取り組ませ，一定の成果を上げ

ることができた。また，学力検査等の結果からも，本校の児童は全国や県の平均正答率と比べて大

きな落ち込みは見られず，おおむね学力は定着している状態であると捉えていた。しかし，授業に

おいて，児童に自分の考えを表現したり，説明したりすることを求めると，どのように表現したり，

説明したりすればよいか分からず戸惑う姿が見られた。例えば，低学年の児童にたし算の文章問題

に取り組ませると，式化し答えを求めることはできるが，どうしてその式になるのか理由を尋ねて

も，自分なりの考えをブロックやおはじきを操作したり，図に表したりするなどして説明すること

が思うようにできずに，困っている児童が予想以上に多かった。そのような姿から児童は，式化で

き，答えを求められたとしても，その演算の意味について，具体的な操作や図などによる表現のイ

メージを伴って理解していないのではないかと推察される。このことから，低学年ではブロックや

おはじきなどを用いた具体的な操作活動を行ったり，絵や図に表現したりするなどの算数的活動を

多く取り入れながら学習を進めているが，その活動で表された絵や図などのつながりを意識させる

学習指導に課題があるのではないかと考えられる。また，自分の考えを説明する活動においては，

式や言葉による表現を用いらせることが多く，ブロックなどの具体的な操作や図などを用いて説明

させる機会が尐なかったことや，自分の考えについて相手を意識して説明させるような指導が十分

でなかったことも課題として挙げられる。 

低学年では，たし算やひき算，かけ算などの意味や概念に関する内容を学ぶことが多く，それら

の内容を確実に理解させることが新たな学習を学び取ることにつながる。したがって，児童が学ん

だ内容を，ブロックなどを用いた具体的な操作や，言葉，数，式，図などのイメージを伴って学び

取る算数的活動に取り組ませながら理解を深めることは，これからの学習の素地を培うという面か

らも重要となってくる。また，自分の考えを相手に分かりやすく伝えることができるようになるよ

うに，自分の考えを説明する算数的活動に取り組ませることも必要であると考える。そのために，

低学年における算数科の学習指導を見直し，数学的な表現を用いて自分の考えを表現し，説明する

算数的活動を充実した学習指導について明らかにしたいと考える。 

以上のようなことを踏まえ本研究では，具体物や言葉，数，式，図などを用いて自分の考えを表

現する算数的活動と自分の考えを相手に理解してもらうために説明する算数的活動を学習過程の中

に位置付けることで，数量に関する意味や概念の理解を深めることができるのではないかと考え，

本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の構想 

１ 研究のねらい 

⑴  先行研究や文献から，数量についての理解を深めることに関する指導内容を明らかにする。 

⑵ 数量の意味や概念に関する調査を行い，児童の実態を明らかにするとともに，数量に関する

意味や概念の理解の仕方について明らかにする。 
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⑶ 低学年における数量に関する意味や概念の理解を深めるために，具体物や言葉，数，式，図

などを用いて，自分の考えを表現し，説明する算数的活動を取り入れた学習指導の在り方を明

らかにする。 

⑷ 授業を通して研究を検証し，研究の成果や今後の課題を明らかにする。 

 

２ 研究の仮説 

低学年の算数科の学習において，具体物や言葉，数，式，図などを用いて自分の考えを表現

する算数的活動と，自分の考えを相手に理解してもらうために説明する算数的活動を学習過程

の中に位置付けるならば，数量に関する意味や概念の理解を深めることができるのではないか。 

 

３ 研究の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

１ 研究主題に関する基本的な考え方 

⑴ 数量についての理解を深めるとは                                                                       

数量についての理解を深めるとは，算数に関わり

のある事象(以下「事象」という。)について，具体

物や言葉，数，式，図などを用いて自分の考えを表

現することで数量の意味や概念を様々な視点から捉

えることだと考える。 

算数の学習では，日常の言語をはじめ，数，式，

図などで示されるような複数の表現様式を用いる。 

表１ 数学的な表現 

 

 

Ａ 現実的表現  実世界の状況，実物による表現 

Ｂ 操作的表現 具体的な操作的活動による表現 

Ｃ 図的表現  絵，図，グラフなどによる表現 

Ｄ 言語的表現 
日常言語を用いた表現またはそ

の省略的表現 

Ｅ 記号的表現 
数字，文字，演算記号，関係記

号など数学的記号を用いた表現 

ま
と
め 

 
 

 
 

本
研
究 

基
礎
研
修 

○ 数量に関する意味や
概念の理解を深める理
論研究 

低学年における数量に関する意味や概念の理解を深めることを意図した，自分の考え

を表現し，説明する算数的活動を取り入れた学習指導の在り方 

これまでの 

指導の課題 

○ 自分の考えを表現し，
説明する算数的活動の
理論研究 

や，レポート作成の意義に

ついて明らかにする。 

○ 生徒の実態調査を行

い，中学校理科におけるレ

ポート作成上の課題を明

らかにする。 

○ 子どもの実態調査の

実施，分析，考察 

児童の実態 

検証授業の実施と考察 

研究のまとめと今後の課題 

研究主題 

研究の仮説 

抽象的な表現へ 具体的な表現へ 

学習指導要領 

社会や時代の要請 各種調査結果 

図１ 数学的な表現への変換 
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中原（1995）＊１)は，それらの表現様式

を表１のように分類し，Ａの現実的表現

からＥの記号的表現まで，徐々に抽象的

な表現に向かうように整理している。こ

れらの表現様式全てを数学的な表現とし

て捉える。 

 それぞれの表現様式には特性があり，

数量に関わる内容を理解するためには，

どの表現も欠かすことはできない。した

がって，数量についての理解を深めるた

めには，事象を限られた表現で表すだけ

でなく，操作的表現で表したり，図的表

現で表したりするなど全ての表現に変

換する中でイメージをもち，一つの事象

を多面的に捉えて表していくことが大切

だと考える。そこで，数学的な表現への

変換を中原の示す表現様式や表現体系な

どの研究を参考に，図１のように表すこ

とにした。 

また，数量についての意味や概念を

様々な視点から捉えるために

は，一つの事象を多面的に捉え

るだけでなく，既習した内容や

身の回りにある事象などを比

較し，関連付けて捉えることも

大切である。例えば，図２のよ

うな１位数同士のひき算にお

いて，同じ求残という場面の中

で，児童の生活経験等にある具

体的な事象を比較させ，類似点

や共通点があることに根拠を

もちながら事象同士を関連付

けることでひき算の意味を捉

える。さらに，図３のように求

残，求差という場面同士を比較

させ，違う場面に見えたことが

実は，似たような操作性があることから，どちらもひき算の場面であると関連付けられる。  

 つまり，１位数同士のひき算の意味や概念は，図４のように第一段階での一つの事象を数学

的な表現に変換する算数的活動や第二段階での事象同士を関連付ける算数的活動，第三段階で

の場面同士を関連付ける算数的活動が結び付き，児童が様々な視点から数量の意味や概念を捉

えることができるようになったときに理解が深まったと判断できる。 

                                                   
＊１)中原忠男 著『算数･数学教育における構成的アプローチの研究』1995 年 聖文社 

＜求残の場面＞ 
ボールを使った事象           ケーキを使った事象 

 
 
 
 
 
 

＜求差の場面＞ 
花を使った事象                        動物を使った事象 

か ご に ボ ー
ルが，５こあり
ます。かごから
２ことるとの
こりは，なんこ
になるでしょ
うか。 

ケーキが，４
こあります。１
こたべるとの
こりは，なんこ
になるでしょ
うか。 

 

いぬが７ひ
き，ねこが３び
きいます。いぬ
は，ねこよりな
んびきおおい
でしょうか。 

あ か い は な
が５ほん，あお
いはなが，３ぼ
んあります。あ
かいはなは，な
んぼんおおい
でしょうか。 

求残の事象 

同士の関連 

求残と求差の場面

同士の関連 

図２ １位数同士のひき算の事象同士の関連 

図３ １位数同士のひき算の場面同士の関連 

 

図４ 数量についての理解の深まり 

＜求残の場面＞ 

＜求差の場面＞ 

求差の事象 

同士の関連 



－ 4 － 

⑵ 低学年における自分の考えを表現し，説明する算数的活動とは 

数量についての理解を深めるためには，一つの事象を数学的な表現に変換したり，事象同士

や場面同士を関連付けたりする算数的活動に取り組ませることが大切であることは先に述べ

た。それらの算数的活動について，児童が主体的に取り組むようにするためには，自分の考え

を説明する算数的活動に取り組ませることが必要で

ある。 

また，低学年の児童は，自分の考えを一方的な思

いだけで説明することが多いので，図５のように相

手に寄り添った表現で説明できるような算数的活動

に取り組ませることが必要となる。このような活動

を行うことで相手を意識し，具体的事象を変換した

り，事象や場面を関連付けたりすることが活性化さ

れる。 

したがって，低学年における自分の考えを表現し，

説明する算数的活動は，相手に自分の考えを理解してもらいたいという目的意識をもって取り

組む算数的活動になるように指導していくことが大切である。 

⑶ 目指す児童の姿 

    数量に関する意味や概念の理解を深めた児童の姿を次のように捉える。 

 

 

 

 

 

    このような児童を育成するために，本研究では図６のような算数的活動に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 目指す児童の姿 

 

２ 児童の実態 

⑴ 実態調査の概要 

  ア 目的 

    数量についての理解を深める算数科学習指導の在り方の基礎資料とするために，低学年の

児童が数や計算の意味，概念を絵やブロック，図，式などを用いて表現し，説明することが

できるか明らかにする。 

イ 実施期日 平成24年６月 

ウ 調査対象 南九州市内の抽出校，小学校３校  

１年生110人，２年生111人，３年生124人 

 

 

 

 

 

 
 

○○○ ○○ 

ア 具体物や言葉，数，式，図，表などを用いて自分の考えを表現できる児童（変換） 

イ 事象や場面を比較して類似点や共通点に気付き，事象同士や場面同士の関連付けができ

る児童（関連） 

ウ 自分の考えを相手を意識して説明できる児童（説明） 

数量について理解を深めた児童 

自分の考えを相手に分かりやすく説明する活動 

式や図など複数の表現に変換する活動 事象同士や場面同士を関連付ける活動 

自分の考えを表現する算数的活動 

図５ 自分の考えを説明する活動 

図にかい
て説明しよ
うかな。 

ブロックを
使って説明し
ようかな。 

図にかいて説明す
ると５から２をとる
とは，こうすること
だよ。分かる？ 
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⑵ 結果の分析と考察 

ア 表現の仕方の違いによって，数の分解・合成の正答率に差が出るか。 

（対象：１年生110人，質問紙法) 

図７のように教科書等で繰り返

し出てくる表現での数の分解・合

成を問う問題の正答率は，95％だ

が，図８のように，尐し表現を変

えた数の分解･合成を問う問題で

は正答率が82％と10％以上差がつ

いている。(図９)。 

この調査結果から，児童に数の

分解・合成を理解させるためには，

図７のような限られた表現の問題

を答えさせるのではなく，様々な

表現から問題を読み取り，考えさ

せていくことが大切になると考え

る。特に低学年では，数の分解・

合成をすぐに言葉で表現するので

はなく，具体物などを用いた操作

活動を徐々に抽象的な表現に変換

していきながら理解を深めさせて

いく必要がある。  

イ 金魚の絵やブロック，言葉，図などを用いて加法の計算の仕方を説明できるか。 

（対象：本校児童１年生５人，面接法） 

 表２では，調査１にあるように，

問題文だけを読んで式に表し，答

えを求めることは全員ができてい

た。しかし，調査２～４にあるよ

うに，計算の仕方について絵やブ

ロック，図などを用いて説明させ

ると，１，２名の児童が説明する

ことに戸惑いを見せ，教師が期待

するような説明ができなかった。 

 この調査結果から，問題文を読

んで式に表し，計算するという形

式的な活動だけでなく，事象をブロックや図を用いて表現するなど，複数の表現を伴って捉

えさせる必要がある。 

ウ 式から正しい問題場面を想起することができるか。 

（対象：２年生111人，３年生124人，質問紙法） 

加法を表す式になる具体的な場面はどれかを読み取り，選択することができるか調査した

ところ表３のような結果となった。正解のイの問題を選択した児童は，２年生で45％，３年

生では，65％だった。また，アのように加法の式ではない表現の問題にもかかわらず，加法

の式と判断した児童が２年生で43％，３年生で28％だった。 

① あいている□のなかにすうじをかきましょう。 

 

                           

 

② ぶろっくで 10 をつくります。たりないぶろっくの
かずをすうじで（   ）のなかにかきましょう。 

                           

                  （    ） 

（問題）きんぎょがすいそうのなかに６ぴきいます。２ひきふやすと 

きんぎょは，ぜんぶでなんびきになるでしょう。 

調   査 できる(人) できない(人) 

調査１ 
問題文だけ提示して正

答を出せるか。 
５ ０ 

調査２ 
魚の絵を動かして計算

の仕方を説明できるか。 
４ １ 

調査３ 
ブロックを動かして計

算の仕方を説明できるか。 
４ １ 

調査４ 
図を使って計算の仕方

を説明できるか。 
３ ２ 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

教科書等によく出てくる表現の問題           

教科書等にあまり出てこない表現の問題 

図７ 教科書等によく出てくる表現 

 

７ 

５ 

表２ 加法の計算の仕方 

 

９５％ 

８２％ 

図９ 数の分解・合成の正答率の違い 

 

図８ 教科書等にはあまり出てこない表現 
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この調査結果から，２年生も３年生も尐し表現を変えた逆思考的な問題は，間違いやすい

ことが分かったので，「ふえる」や「にげる」などの一部の言葉だけを捉えるのではなく，

数の集合の関係を明らかにするために，ブロックなどを操作したり，図などに表したりしな

がら，具体的な場面を想起させる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ ブロックや図を用いて繰り上がりのある２桁の加法の計算の仕方を説明できるか。 

（対象：本校児童２年生９人，３年生４人，面接法） 

繰り上がりのある加法の計算では，表４の調査１のようにほぼ全ての子どもが正答を導く

ことができ，筆算の仕方は定着が図られている。しかし，調査２や調査３にあるように計算

の仕方についてブロックや図などを用いて説明させると半数近くの児童が，ブロックを操作

したり，図をかいたりして説明することができない状況にある。 

この調査結果から，計算の仕

方を覚えさせるだけではなく，

なぜそのような計算の仕方にな

るのか，ブロックや図などを用

いながら考える場を設定するこ

とが必要だと考える。また，ブ

ロックや図などを用いて説明す

る活動にも取り組むことが必要

である。 

 

以上のような実態調査の結果から児童は，具体的事象を式に表したり，式から答えを導き出

したりすることはよく理解をしていることが分かる。しかし，なぜそのような答えを導き出し

たのか理由を尋ねると，ブロックの操作や図にかくなど相手が理解しやすいような表現を使い

ながら説明することができなかった。このような課題が生み出された背景には，児童がブロッ

クや図に変換したり，それらを使って説明したりする活動が十分に行われてこなかったことが

考えられる。また，それぞれの数学的な表現のつながりに気付かせることができずに活動が分

断され，結果として加法の意味や概念を捉えさせるに至っていないことも考えられる。そこで，

実態調査で明らかになった課題を解決するために学習指導の在り方について考える。 

 

表３ 式から文章題を読み取る問題 

(問題)８＋５になる問題を選びましょう。 

ア すなばで５人あそんでいます。しばらくすると８人になりました。ふえたのは何人でしょ
う。 

イ かぶと虫が８ひきにげました。つぎの日に５ひきにげました。あわせてなんびきにげたで
しょう。(正解) 

ウ 白いうさぎが８ひきいます。黒いうさぎが５ひきいます。その中から 10 ぴきのうさぎをか
います。 

記号 内   容 
選択率 

 10  20  30  40  50  60  70 

ア 
増加の場面のように見えるが，減法

になる問題 

２年生         

３年生         

イ 
減法に関わる言葉を使っているが

加法になる問題(正解) 

２年生         

３年生         

ウ 加法にも減法にもならない問題 
２年生         

３年生         

（問題）「２９＋１５」をひっ算でしましょう。 

調   査 できる（人） できない（人） 

調査１ 筆算で正答が出せるか。 １２ １ 

調査２ 
ブロックを操作して計

算の仕方を説明できるか。 
７ ６ 

調査３ 
図をかいて計算の仕方

を説明できるか。 
７ ６ 

 
43％ 

 

 

 

 

 

45％ 

12％ 

７％ 

65％ 

28％ 

表４ 繰り上がりのある２桁の加法の計算の仕方 
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３ 低学年における数量についての理解を深める学習指導について 

  ⑴ 低学年における算数的活動について 

低学年では，数量についての意味や概念に関する基本的な内容が多い。したがって，図４の

ような段階を踏まえて，数量に関する意味や概念の理解を深めさせるためには，「変換」「関連」

「説明」という三つの視点を基にした算数的活動を行う必要があると考える。 

ア 「変換」という視点を基にした算数的活動 

「変換」という視点を基にした算数的活動とは，具体物や言葉，数，式，図などを用いて，

ある一つの事象を複数の表現様式へと変換していく活動である。児童が「変換」という視点

を基にした算数的活動を行うことで，数量のもつ意味や概念を多面的に捉え，理解を深める

ことができる。「変換」という視点を基にした算数的活動は，三つに分類され，式が３＋２に

なる事象を例に説明すると次のようになる。 

(ｱ) 抽象的な表現に変換する活動 

 抽象的な表現に変換する活動とは，具

体的事象をブロックなどによる操作的表

現に変換したり，操作的表現を式による

記号的表現に変換したりするなど，抽象

的な表現に変換していく活動である。低

学年の児童にとって，数量についての意

味や概念に関わる内容を理解することは

容易ではない。そこで，図10のように最

初は，想起しやすい事象を徐々に抽象的

な表現に変換していき，その後，現実的

表現から図的表現，操作的表現から記号

的表現など様々な表現に変換していく中

で，数学的な内容に着目して捉えるよう

になり，理解を深めることができる。     

(ｲ) 具体的な表現に変換する活動 

 具体的な表現に変換する活動とは，抽

象的な表現で表されている事象を具体的

な表現に変換していく活動である。例え

ば，図11のように記号的表現（３＋２＝

５）をそれより具体的な表現の言語的表

現や図的表現，操作的表現などに変換し

ていく活動である。図11は一つの例であ

り，図的表現を操作的表現に変換したり，

言語的表現を操作的表現に変換したりす

ることなども考えられる。この活動は，

図10にある抽象的な表現に変換する活動

を経験した後に取り組まれることが望ま

しい活動である。 

低学年の児童が，たし算の意味や概念について理解を深めるためには，どの表現様式に

も変換できるようにすることが大切である。そこで，抽象的な表現に変換するだけでなく，

具体的な表現に変換する活動も必要である。 

＜Ｃ 図的表現＞ 

＜Ａ 現実的表現＞ 
 

 

＜Ｂ 操作的表現＞ ＜Ｅ 記号的表現＞ 

３＋２＝５ 

＜Ｄ 言語的表現＞ 
３あります。２ふえ

ると，５になります。 
 

図10 抽象的な表現に変換する活動 

＜具体的事象＞ 
ボールが３こかごにあります。２こかごにいれると

ボールは，ぜんぶでなんこになるでしょうか。 

 

＜Ｂ 操作的表現＞ 

＜Ｃ 図的表現＞ 

＜Ａ 現実的表現＞ 
 

 

＜Ｄ 言語的表現＞ 
３あります。２ふえ

ると，５になります。 
 

＜Ｅ 記号的表現＞ 

３＋２＝５ 

＜具体的事象＞ 
ボールが３こかごにあります。２こかごにいれると

ボールは，ぜんぶでなんこになるでしょうか。 

 

図11 具体的な表現に変換する活動 
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 (ｳ) 数学的な表現のつながりに気付く活動 

数学的な表現のつな

がりに気付く活動とは，

操作的表現や図的表現

など，異なる表現様式

の中から同じ数の集合

や演算を決定する記号

や言葉などを見付け，

それぞれの表現様式のつながりに気付く活動である。例えば，図12のように式の「３」と

いう数は，絵やブロックの中にもあることに気付いたり，「ふえる」という言葉は，アレイ

図では「  」で表していることを理解し，つながりに気付いたりすることである。この

ような活動を通して児童は，様々な視点から理解を深めることができる。 

  イ 「関連」という視点を基にした算数的活動 

「関連」という視点を

基にした算数的活動とは，

操作的表現や図的表現な

どで表された異なる事象

をそれぞれ比較し，その

中から類似点や共通点を

見付けることによって，

事象や場面の関連付けを

行う活動である。例えば，

図13のようにブロック操

作を行い，類似する操作

を見付けることで，どちらもたし算であるという根拠をもつことである。児童が「関連」と

いう視点を基にした算数的活動を行うことで，学習で身に付けてきた知識や身の回りで得た

生活経験などが統合化され，数量について理解を深めることができる。 

(ｱ) 事象同士を関連付ける活動 

 事象同士を関連付け

る活動とは，本時で学

習した事象と身の回り

にある事象を比較する

中で，演算を意味する

表現の中に共通点を見

付け，事象同士のつな

がりを広げる活動であ

る。例えば，図14のよ

うに合併の場面を表す

本時の事象と身の回り

にある事象を比較し，

ブロックの操作が同じであるという共通点から，たし算であると捉える活動である。一つ

の事象だけで学習を進めるのではなく，複数の事象を比較する活動を通して合併というた

し算の意味や概念をより広く捉え，理解することができる。             

＜本時の場面＞              ＜既習の場面＞ 

 
 
 
 
 
 
 

 

＜Ｃ 図的表現＞ 

＜Ｂ 操作的表現＞ ＜Ｅ 記号的表現＞ 

３＋２＝５ 

      

ボールがかごに６こあ
ります。２こふやすとボー

ルは，ぜんぶでなんこにな
るでしょうか。 

きいろいボール
が，３こあります。
しろいボールが，２
こあります。ボール
は，ぜんぶでなんこ
になるでしょうか。 

前の勉強と似ているところを見

付けたから，どちらもたし算です。 

＜本時の事象＞ ＜身の回りの事象＞ 

あかいボールが３こあ
ります。しろいボールが
２こあります。ボールは
ぜんぶでなんこになるで
しょうか。 

 

関連 

＜Ｄ 言語的表現＞ 
３あります。２ふえると５に
なります。 
３と２で５。 
 

あかいふうせん
が，４こあります。
きいろいふうせん
が，３こあります。
ふうせんは，ぜんぶ
でなんこあるでしょ
うか。 

図12 数学的な表現のつながりに気付く活動 

図14 事象同士を関連付ける活動 

図13 類似点や共通点を見付ける活動 
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(ｲ) 場面同士を関連付ける活動 

場面同士を関連付け

る活動とは，別の演算

に思えるような場面同

士を操作的表現や図的

表現などを基に比較し，

同じ演算を表している

点に気付くことで，場

面同士の関連付けを行

う活動である。例えば，

図15のように合併の場

面と増加の場面を比較

し，ブロックの操作が

似ているというところから，増加の場面も合併の場面と同様にたし算であると捉える活動

である。このように別の場面を比較しながら，たし算の意味や概念を広げることで理解を

深めていくことが大切である。 

ウ 「説明」という視点を基にした算数的活動について 

「説明」という視点を

基にした算数的活動とは，

相手に自分の考えを理解

してもらいたいという目

的意識をもって説明する

活動のことである。児童

が「説明」という視点を

基にした算数的活動を行

い，説明する側が一方的

に自分の考えを表現する

のではなく，聞く側の立

場を考えながら，どんな

事象をどんな表現で表し

たら相手は理解しやすい

かを考えることで，「変

換」や「関連」を活性化することができる。例えば，図16のように図を使って説明するだけ

でなく，説明する相手によっては，ブロックを用いて説明をしたり，さらに，もっと簡単な

言葉を添えて説明したりすることである。 

⑵ 低学年における１単位時間の学習指導の工夫 

    「変換」「関連」「説明」という三つの視点に基づく算数的活動を充実させるためには，１単

位時間の学習指導を見直し，それらの算数的活動に児童が主体的に取り組む場の設定や発問な

どの工夫を行う必要がある。このような指導を行うことで，児童は数学的な表現のつながりや，

事象同士や場面同士の関連性に気付き，数量についての理解を深めることができると考える。 

そこで，「変換」「関連」「説明」という視点を基にした算数的活動を充実させるための指導の

ポイントと手立てを表５のように整理した。 

 

 

 

合併の場面 

増加の場面 

＜具体的事象＞ 
ボールが３こかごにあります。２こ入れるとボールは，

ぜんぶでなんこになるでしょうか。 
 

先生には，図で説
明しようかな。言葉
だけでもいいかな。 

友だちには，ブロック
で説明しよう。 

 最初に，３こあって２
こふやすから，こんな図
がかけます。 

 ブロックをボー
ルだと考えると，ま
ずブロックを３個置
いて次に２個置いて
その２個を３個の方
に動かすことだよ。 

関連 

図16 相手意識をもった説明 

図15 場面同士を関連付ける活動 
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   表５ 「変換」「関連」「説明」という三つの視点に基づいた算数的活動の学習指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

１位数同士のたし算を例に，それぞれの活動を充実させるための指導のポイントと手立てを

活用した学習指導の工夫について述べる。 

ア 「変換」という視点を基にした算数的活動を充実させるための学習指導の工夫 

一つの事象を徐々に抽象的な表現で表したり，抽象的な表現で表された式を読み取らせ，

より具体的な表現に置き換えさせたりするなどの工夫により｢変換｣という視点を基にした算

数的活動の充実を図る。また，数学的な表現のつながりを意識させるような学習指導を行う。 

変換のポイント（抽象化）【それぞれの表現様式を用いて表すよさを体感する場】 

具体物や言葉，図，式などを用いれば，自
分の考えを表現しやすくなることに気付かせ
るために，操作的表現や図的表現などの表現
様式を用いて表すよさを体感させる。 

具体的には，ブロックによる操作を紹介し
たり，ブロックの操作を図に表して「この図
の意味が分かる。」などの発問をしたりして，
図が読み取れたことを称賛する場を設定す
る。 

 

 

 

 

 

 

 

変換のポイント（抽象化）【数学的な要素を抽出する発問】 
数学的な要素を抽出させるために，より簡

潔な表現を考えさせるような発問をする。 

 具体的には，ブロックや図などを使わなく
ても簡単に表現できる方法を考えさせたり，
新しい表現の仕方を見付けさせたりする発問
を行う。 

 

 指導のポイント 手立て 

「変換」と
いう算数的
活動を充実
させるため
の学習指導
の工夫 

変換のポイント（抽象化） 
一つの事象を現実的表現から操作的表現，操

作的表現から図的表現と，徐々に抽象的な表現
様式に表していく活動に取り組ませる。 

【それぞれの表現様式を用いて表
すよさを体感する場】 

【数学的な要素を抽出する発問】 

変換のポイント（具体化） 
記号的表現で表された事象を図的表現や操

作的表現など，より具体的な表現様式に表して
いく活動に取り組ませる。 

【考えの根拠を問う発問】 

変換のポイント（つながり） 
操作的表現や図的表現など，異なる表現様式

で表された一つの事象の中からどこにつなが
りがあるのかを見付ける活動に取り組ませる。 

【数や演算を意味する表現に着目
させる発問】 

【ブロックや図などに変換する
場】 

「関連」と
いう算数的
活動を充実
させるため
の学習指導
の工夫 

関連のポイント（類似点・共通点） 
複数の事象を，操作的表現や図的表現などで

表された表現同士でそれぞれ比較し，類似点や
共通点を見付ける活動に取り組ませる。 

【同じ表現様式に表す場】 

【類似点や共通点を問う発問】 

関連のポイント（広がり） 
本時で学んだ具体的な事象と身の回りの事

象を比較する中で，関連する事象同士のつなが
りや場面同士のつながりが広がるような活動
に取り組ませる。 

【身の回りにある事象を想起させ
る発問】 

【既習の事象や場面を振り返る発
問】 

「説明」と
いう算数的
活動を充実
させるため
の学習指導
の工夫 

説明のポイント（実感） 
模範となる例を紹介し，それらの例を参考に

しながら，自分も複数の表現を使ってみたいと
実感するような活動に取り組ませる。 

【模範となる例を紹介する場】 

説明のポイント（選択） 
操作的表現や図的表現などの中から，相手が

自分の考えをもっとも理解してくれると思う表
現様式を選択したり，相手がイメージしやすい
事象を選択したりする活動に取り組ませる。 

【説明のために練習する場】 

【ペアで説明する場】 

こんな表現の
仕方もあるよ。 

この図の意味

が分かるかな？ 

 ブロックだと
自分の考えを表
しやすいな。 

 図だとすぐに
かけて便利だ

な。 

ブロックや図を使わなくて
も表すことができないかな？ 

もっと簡単に表せ
ないかな？ 
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変換のポイント（具体化）【考えの根拠を問う発問】 
具体的事象に含まれる意味や概念を多面

的に捉えさせるために，児童の考えについ
て根拠を問う発問をする。 
具体的には，具体的事象をたし算の式に

表した場合に，なぜたし算の式で表してよ
いのか，理由を尋ねる発問をしたり，本当
にたし算の式でよいのか，揺さぶりをかけ
る発問をしたりすることで，自分の考えを
児童自らがより具体的な表現に置き換えて
表させていく。  

 

 

 

しき 

３＋２ 
 

 

変換のポイント（つながり）【数や演算を意味する表現に着目させる発問】 

どこにつながりがあるか気付かせるため
に，それぞれの表現様式に含まれる数の集
合や演算を意味する表現に着目させる。 
具体的には，「３はどこに見える？」とい

う発問を通して，式やブロック，図などの
それぞれの中に３を意味する表現があるこ
とに着目させる。また，「たすはどこにあ
る？」という発問を通して，たすを表す言
葉はブロックにも図にもあることに着目さ
せる。そして，それぞれのつながりが分か
るように印を付け，矢印で結ぶことで，表
現のつながりに気付かせていく。 

 
 
 
しき 
３＋２ 

変換のポイント（つながり）【ブロックや図などに変換する場】 

それぞれの表現様式のつながりに気付か
せるために，言葉で表現したことをブロッ
クなどの操作に置き換えさせる。 
具体的には，教師が言葉で表現したこと

をブロックなどを用いた別の表現に置き換
えさせることで，それぞれの表現のつなが
りに気付かせていく。 

 

イ 「関連」という視点を基にした算数的活動を充実させるための学習指導の工夫 

同じ表現様式に含まれる類似点や共通点に気付かせていくことにより「関連」という視点

を基にした算数的活動の充実を図る。また,本時の事象と身の回りの事象を関連付けたり，本

時の場面と既習の場面を関連付けたりすることで，事象や場面が広がるような学習指導を行

う。 

関連のポイント（類似点・共通点）【同じ表現様式に表す場】 
二つの事象を比較するときに，事象の中に

含まれている類似点や共通点に気付きやす
くするために，二つの事象の表現様式をそろ
えさせる。 
具体的には，異なる表現様式では比較しに

くいので，比較する事象を操作的表現や図的
表現など，同じ表現様式で表していくような
場を設定することで，類似点や共通点に気付
かせやすくする。 

 
  

 

 

 

どうし
てたし算
と思った

のかな？ 

本当に
たし算で

いいのか
な？ 

＜具体的事象＞ 
かごにボールが３こはいっています。

２こいれるとボールはぜんぶでなんこに
なるでしょうか。 

ブロックで
表すと，このよ

うな動かし方
になるから，た
し算だと思い

ます。 

先生は，３たす２
というからみんな
は，ブロックを使っ
て表せるかな？ 

３に２をくっ
つけるように，ブ
ロックを動かし
ました。 

ブロックに
も図にも３が

あるぞ。 

ブロックで，たす
を表すには３の方に

動かせばいいな。 
図では矢印で表せ

ばいいな。 

３はどこに
見える？ 

たすはどこ
にある？ 

かごにボールが３こは
いっています。２こいれ
るとボールはぜんぶでな
んこになるでしょうか。 

あかいボールが６こあ
ります。しろいボールが
２こあります。ボールは
あわせてなんこになるで
しょうか。 

手 の 動 き
が似ている
な。 

ブロックで
表して比べて
みよう。 
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関連のポイント（類似点・共通点）【類似点や共通点を問う発問】 

事象同士が関連していることに気付かせ
るために，類似点や共通点に気付かせるよう
な発問をする。 
具体的には，たし算を表すブロックを動か

す手の動きや図にある矢印に着目させ，類似
点や共通点を見付けさせる発問をすること
で，たし算の動きを捉えさせる。 

 

 

関連のポイント（広がり）【身の回りにある事象を想起させる発問】 
関連する事象を見い出し，広げるために，

身近な事象を想起させる発問をする。 
具体的には，本時の学習で学んだ事象と似

たお話をつくらせることで，身の回りの事象
と次々に関連付けていく。 

  本時の事象 

 

関連のポイント（広がり）【既習の事象や場面を振り返る発問】 
これまで学んできた事象と本時で学んだ

事象を関連付け，統合的に捉えさせるため
に，これまでの学習場面を想起させる発問を
する。 
 具体的には，同じたし算を表す場面を振り
返らせ，ブロックを動かす手の動きなどか
ら，合併の場面も，増加の場面もたし算だと
いうことに気付かせていく。 
 
 
 
 

   本時の事象 

ウ 「説明」という視点を基にした算数的活動を充実させるための学習指導の工夫 

自分の考えを説明するときに使うと便利だと実感させるような表現例を紹介することによ

り，「説明」という視点を基にした算数的活動の充実を図る。また，相手意識をもった説明を

するために，数学的な表現の中から，相手が理解してくれそうだと思う表現を選択させる。 

説明のポイント（実感）【模範となる例を紹介する場】 
相手を意識した説明について実感をもって

捉えさせるために，模範となる例を紹介する。 
 具体的には，自分の考えを相手に分かりや
すく伝えるために，教師が模範を示したり，
友達が発表した説明のよいところに気付かせ
たりすることによって，相手を意識した説明
をさせる。 
 
 
 
 
 
 

しき 
３＋２ 
 

黄色いボールが４個あります。白
いボールが３個あります。ボールは
合わせて何個になるでしょうか。 
 

手の動きはどうかな？ 
矢印の向きはどうかな？ 

手 の 動
きが似て
います。 

かごにボールが３
こはいっています。
２こいれるとボール
はぜんぶでなんこに
なるでしょうか。 

増えるというお話
は，他にもつくれな
いかな？ 

できます。私は折り紙を４
枚持っています。５枚もらう
と折り紙は，ぜんぶで何枚に
なるでしょうか。 

かごにボールが３
こはいっています。
２こいれるとボール
はぜんぶでなんこに
なるでしょうか。 

 これまで勉強
してきたたし算
は，どんなお話
だったかな？ 

 ２個増えるというお話もたし
算でいいのかな？ 

 ブロックを動かす手の動きが似
ているからたし算だと思います。 

矢印の向きも似ています。 

 なるほど，ブ
ロックを使っ
たら説明がし
やすくなりそ
うだな。 

 次の説明の
ときは，先生
の真似をして
みようかな。 
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説明のポイント（選択）【説明のために練習する場】 
相手に合わせた表現や事象を考えるため

に，練習の時間を設定する。 
具体的には，相手に合わせた表現や事象を

考え選択するために，説明の練習の場を設定
する。練習の場では，表現の仕方が分からず
に困っている児童に対し，個別指導の中で一
緒に表現を選択する場も設定する。 

 

説明のポイント（選択）【ペアで説明する場】 
相手の様子を観察しながら説明をさせるた

めに，ペアでの学習に取り組ませる。 
具体的には，お互いが自分の考えを説明を

することによって，相手の表情や様子から相
手にとって分かりやすい表現や事象を選択す
る学習の場を設定する。 

 

  

４ 検証授業の実際 

  研究の仮説を検証するために，「変換」「関連」「説明」という三つの視点を基にした算数的活動

を学習過程に位置付けた検証授業を実施した。 

⑴ 検証授業Ⅰの概要 

ア ねらい 

  「変換」「関連」「説明」という三つの視点を基にした算数的活動の充実を図ることで，減

法の意味や概念を捉え，理解を深めることができるか，以下のような指導のポイントについ

て検証する。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 実施時期 平成24年６月下旬～７月上旬 

ウ 対象 南九州市立中福良小学校 第１学年（５人） 

エ 単元名 「ひきざん（１）」 

オ 単元の目標 

 (ｱ) 減法の意味を理解し，減法の用いられている場面について知る。 

(ｲ) 減法が用いられている場面を式に表したり，読み取ったりする。 

視点 ポイント ねらい 

変換 

抽象化 
具体的な事象を現実的表現から操作的表現，操作的表現から図的表現

など，徐々に抽象的な表現に変換することができるか検証する。 

具体化 
式に表した記号的表現を現実的表現や操作的表現など，具体的な表現

に変換することができるか検証する。 

つながり 
それぞれの表現様式に含まれる数の集合や演算を意味する表現に着

目することで，表現様式のつながりが意識できるか検証する。 

関連 

類似点・共通点 
具体的な事象や場面を比較し，共通点や類似点を見付けることがで

きるか検証する。 

広がり 
本時の学習と関連する事象を既習の事象や身の回りにある事象から

想起し，関連付けることができるか検証する。 

説明 

実感 
模範となる説明を聞いて，自分の説明の中に相手が理解しやすい表

現や事象を取り入れることができるか検証する。 

選択 
相手に自分の考えを理解してもらうためには，どのような表現や事

象を用いた方がよいか，相手を意識した選択ができるのか検証する。 

 説明の練習の時間は，お友だちが自分
の考えを理解してくれるためには，どん
な表現を使えばよいか考えよう。 

 説明の仕方が分からないときには，
一緒に練習をしよう。 

うん，今の説
明は，ブロック
を使ってくれ
たからよく分
かったよ。 

 ブロックを使って説
明するよ。ブロックが
３個あるよ。２個増え
ると５個になるよ。今
度の説明分かった？ 

３ 個 か ら
２個増える
から５個だ
よ。今の説明
分かった？ 

言葉だけで
は，よく分か
らなかったか
らもう１回説
明してね。 
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  ⑵ 検証授業Ⅰの実際 

ア 第１時  

(ｱ) 目標                      

      減法が用いられる事象を具体物などを操作しながら表現したり，具体物などで操作した

ことを言葉に変換して表現したりするなど徐々に抽象化していく活動から，10 以下の数に

ついて減法の記号を使って式に表すことができる。 

(ｲ) 実際                    （Ｔ：教師の発問 Ｃ：児童の反応） 

学習活動 教師の発問と児童の反応 留意点 

１ 学習課題を受け止める。 
 
 
 ① 
 
 
 ② 
 
 
 
 
２ 学習問題を焦点化する。 
 
 
 
３ 既習の学習との違いを見
付ける方法を考える。  

４ 自分なりの方法で違いを
見付ける。 

写真１ 別の表現様式へ変換
する様子 

 
 
 
５ 各自が見付けたことを説
明する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真２ ペアで説明する様子 

Ｔ ：①の絵は何をしているところか
な？ 

Ｃ ：水槽に金魚を入れています。 
Ｔ ：絵を見てお話がつくれるかな？ 
Ｃ ：金魚が５匹います。２匹水槽に入

れました。金魚は全部で何匹にな
るでしょう。 

Ｔ ：②の絵は何をしているところかな？ 
Ｃ ：金魚をすくっています。 
Ｔ ：こちらも絵を見てお話がつくれるか

な？ 
（省略） 
 
 
 
 
Ｔ ：絵やブロックを動かして違いを見

付けよう。分かった人は手を挙げ
て先生に説明してね。 

Ｃ ：絵を動かして説明できます。 
Ｔ ：なるほど，２匹の金魚はどっちに

動くのかな？ 
Ｃ ：金魚は５から離れていきます。 
Ｔ ：ブロックを使っても説明できるか

な？ 
Ｃ ：ブロックを使って説明します。 
Ｔ ：ブロックはどっちに動くのかな？ 
Ｃ ：ブロックも，５から離れていきま

す。 
Ｔ ：もっと簡単にできないかな？ 
 
Ｔ ：お隣の人に気付いたことを説明し

よう。 
Ｃ ：絵を動かして説明します。金魚を

５匹おいて２匹とると残りが３匹
になるよ。 

Ｃ ：私は，ブロックを使って説明しま
す。 

Ｔ ：言葉で表すとどうなるのかな？ 
（中略） 
 
 
Ｔ ：このような学習を「ひき算」とい

うんだよ。 
Ｔ ：たし算の勉強の他にひき算という

勉強もあるよ。式でも表すことが
できるよ。 

Ｔ ：ひき算の勉強では絵やブロックが
どう動くかな？先生は式を読むか
ら，みんなは，ブロックを動かし
てね。 

Ｔ ：５ひく２は，３。 
（以下省略） 

変換のポイント 
（抽象化） 
【数学的な要素を抽
出する発問】 

○ 金魚の絵を提示
し，「２匹水槽に入
れる。」，「２匹水槽
からすくう。」など
数学的な要素に関
する言葉を抜き出
しながらお話をつ
くらせる。 

 
 
 
 
 
変換のポイント 
（抽象化） 
【それぞれの表現様
式を用いて表すよ
さを体感する場】 

○ たし算との違い
に気付かせるため
に，具体的事象を
金魚の絵やブロッ
クを用いて表現さ
せる。 

 
 
 
 
説明のポイント 
（選択） 
【ペアで説明する
場】 

○ 自分の考えを相
手に分かりやすい
表現で，お互いに
説明するために，
ペアでの学習に取
り組ませる。 

 
変換のポイント 
（つながり） 
【ブロックや図など
に変換する場】 

○ つながりを意識
させるために，教
師が式で読んだこ
とを，児童にはブ
ロックで表現させ
る。 

 

  

 

 これまでの勉強と，どん
なところがちがうのかな。 

絵を見てお話を作ろう。 

※ 教師の発問と児童の反応にあるゴシック体表記は，次項の教師･児童の吹き出しにある
ゴシック体表記と対応している。 
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・ お互いが
気付いたこ
とを説明す
るために，
ペアで学習
する場を取
り入れる。 

 

「変換」という視点を基にした算数的活動  
変換のポイント（抽象化）【数学的な要素を抽出する発問】 

具体的事象を表す絵を見て，数学的な要素を抽出するような発問をする。 

＜指導の工夫＞ 

   

 

 

 

                 

＜児童の姿＞ 

・ 絵からお話づくりをすることで，事象に内在する数学的な要素に着目するようになった。 

 

「変換」という視点を基にした算数的活動  
変換のポイント（抽象化）【それぞれの表現様式を用いて表すよさを体感する場】 

事象を絵やブロックを操作したり，言葉や式に表したりすることによって，それぞれの
表現様式のよさを体感させる。 

＜指導の工夫＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜児童の姿＞ 

・ 自分の考えを絵やブロックを用いて操作的表現で表すよさを体感することができた。 

・ 徐々に抽象的な表現に変換していくことで式で簡単に表すよさを実感する姿が見られた。 

 

「説明」という視点を基にした算数的活動  
説明のポイント（選択） 
【ペアで説明する場】 

「変換」という視点を基にした算数的活動  
説明のポイント（つながり） 
【ブロックや図などに変換する場】 

相手に合わせた表現で，自分の考えを説明さ
せる。 

教師の言葉を聞いて，別の表現で変換させ
る。 

＜指導の工夫＞ 

 

＜指導の工夫＞ 

 

 

＜児童の姿＞                                 

・ ペア学習では，相手のために絵やブロック
を使って説明をする姿が見られた。 

 

＜児童の姿＞                                 

・ 教師の言葉から，数学的な要素を聞き取
り，それに対応するようにブロックを操作
する姿が見られた。 

 
絵を見て，お話がつくれる

かな？ 
・ 具体的事象から抽出しな

ければならない数学的な
要素に気付かせるために，
「絵からお話をつくるこ
とができるかな？」と発問
をする。 

・ それぞれの表
現のよさを体感
させるために，
徐々に抽象的な
表現を用いるこ
とができるよう
な発問を行う。 

金魚が５匹います。２匹と

りました。残りは，何匹にな

るでしょうか。 

５匹から

２匹とると

残りは，３匹

です。 

 

 

 

５－２ 

５から２

とると残り

は，３です。 

 

 

 

絵やブロッ

クを動かして

違いを見付け

よう。 

 もっと簡

単にできな

いかな？ 

 ひき算も式で

表すことができ

るよ。 

絵やブロッ

クを使うと見

付 け や す い

な。 

 言葉を短

くしても同

じだな。 

 ひき算も

式で表せる

のだな。 

絵を動かして

説明します。 

 私はブロッ
クを使って説

明します。 

 ５ひく２は，

３。 
・ 教師が言っ

た言葉を児童
がブロックな
どを用いて別
の表現に表す
場を設ける。 

 

 ブロックで表

すとこうかな。 

操作 

言葉 

式 
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  イ 第４時 

(ｱ) 目標                      

     式を読み取り，減法の問題を作ることができる。 

(ｲ) 実際                     （Ｔ：教師の発問 Ｃ：児童の反応） 

学習活動 教師の発問と児童の反応 留意点 

１ 学習課題を受け止める。 

 

 

 

 

 

２ 学習問題を焦点化する。 

 

 

 

３ 全員で，式が８－２にな
る絵を見ながらお話をつく
る。 

 

 

 

 

 

 

４ 自分で８－２になるお話
をつくる。 

 

 

 

 

 

（８－２の式を提示しながら） 
Ｔ ：どんなお勉強ができそうかな？ 
Ｃ ：計算で答えを見付ける。 
Ｃ ：絵をかく。 
（省略） 
Ｔ ：これからツバメの絵をヒントにしな

がら，８－２になるお話をつくって
みよう。 

Ｃ ：ツバメが８匹います。２匹飛んでい
きました。残りは，何匹になったで
しょうか。 

Ｔ ：他のお話もつくってみよう。 
（省略） 
（お話をブロックに変換する活動に取り

組む。） 
Ｔ ：本当にひき算のお話になっているか

確かめてみよう。 
 
Ｔ ：誰か説明できるかな？ 
Ｃ ：ブロックを使って説明します。 

ブロックを使うとひき算だと分かり
ました。 

Ｔ ：そうだね。お話をつくった後には，
なぜひき算の話と言えるのか，今み
たいな説明ができるといいね。 

○ 記号的表現を具
体的な表現に変換
させるために８－
２の式を提示し，ど
んな学習ができそ
うか予想させる。 

変換のポイント 
（具体化） 
【考えの根拠を問う
発問】 

○ 式からどんなひ
き算の事象を考え
ることができるの
か想起させ，想起し
た事象が正しいか
ブロックで確認さ
せる。 

 

説明のポイント 
（実感） 
【模範となる例を紹
介する場】 

○ ひき算となる根
拠を説明できた児
童を称賛すること
で，自分の考えを伝
えやすい説明に気
付かせる。 

６ 本時の学習について確認
する。 

 ８－２のお話がつくれ
たよ。お話づくりをする
ときには，数字やひき算
と分かる言葉を入れない
といけないんだね。 

 

 

 

 

７ 適用問題をする。 

 

 

 

 

 

 

写真３ 児童の作成したお話 

（児童のつくったお話を示しながら） 
Ｔ ：同じ言葉や似ている言葉があるか

な？ 
Ｃ ：８と２という数字があります。残り

という言葉も使われています。 
Ｔ ：お話づくりには，必ず入れなければ

いけないものがあるね。 
Ｔ ：お友だちの中には，「とんでいく」以

外の言葉も使っている人もいるね。
ひき算を表す言葉はどれかな？ 

Ｃ ：「かえる」という言葉が使ってありま
す。 

 
Ｔ ：６－１のお話もつくれるかな？ 
Ｔ ：動物以外のお話もつくれるかな？ 
Ｃ ：食べ物の話がつくれます。 
Ｃ ：他にもつくれます。 
Ｃ ：お寿司を６個頼みました。お寿司を

１個食べました。残ったお寿司は何
個でしょう。 

関連のポイント 
（類似点･共通点） 
【類似点や共通点を
問う発問】 

○ 必ず表現しなけ
ればならない数字
や言葉があること
に気付かせるため
に，各自がつくった
お話を比べさせる
発問をする。 

 
関連のポイント 
（広がり） 
【身の周りにある事
象を想起させる発
問】 

○ ６－１の式にな
るような事象を想
起させるような発
問を行い，ひき算の
表す事象を広げさ
せる。 

 

８－２でどんな勉強が
できるかな。 

 ８－２になるおはなし
をつくろう。 
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「変換」という視点を基にした算数的活動  
変換のポイント（具体化） 
【考えの根拠を問う発問】 

「説明」という視点を基にした算数的活動  
説明のポイント（実感） 
【模範となる例を紹介する場】 

 ８－２の式から具体的な事象を想像し，お
話を作らせた後に，なぜひき算のお話といえ
るのか根拠を明らかにさせるための発問をす
る。 

全員の前で説明することで，模範となる例を紹
介する場を設定する。 

＜指導の工夫＞ 
  

＜指導の工夫＞ 
  

＜児童の姿＞ 
・ つくったお話をブロックを用いて操作的
表現に変換することで，お話がひき算であ
ることを確かめている姿が見られた。 

＜児童の姿＞ 
・ 模範となる例を見て表現のよさを実感し，自

分も真似して表現しようとする姿が見られた。 

 

「関連」という視点を基にした算数的活動  
関連のポイント（類似点･共通点）【類似点や共通点を問う発問】 

 クラス全員のお話を比較し，その中から類似点や共通点を見付ける発問をする。 

＜指導の工夫＞ 
 
 
 
 
 

＜児童の姿＞ 
・ クラス全員のお話を比較しながら，類似点や共通点を見付ける活動を行ったところ，８や２

という数字がお話の中に入っていることや「かえりました」や「とんでいきました」など，ひ
き算を表す言葉がよく使われていることに気付く姿が見られた。また，ひき算を表す言葉に印
を付けることで，別の適用問題のときに友達が使ったひき算を表す言葉を使おうとする姿が見
られた。 

 

「関連」という視点を基にした算数的活動 
関連のポイント（広がり）【身の回りにある事象を想起させる発問】 

式を８－２から６－１に変え，身近な事象を想起できるような発問をする。 

＜指導の工夫＞ 
・ 式を変えてお話をつくらせるとき 

に，動物以外にも目を向けるような 
発問をする。 

 
 
 

＜児童の姿＞ 
・ 最初のお話では，動物に目を向けた児童が多かったが，次の６－１という式でお話づくりを

行うときに，「動物以外のお話もつくれるかな。」と問い掛けると，動物に関わる事象以外でお
話づくりをする児童が出てきた。    

動物以外の

お話もつくれ

るかな？ 

 ひき算を

表す言葉は

どれかな？ 

（子どもＡ） 
りすが，８ぴき

います。りすがす

に，２ひきかえり

ました。のこり

は，なんびきにな

るでしょう。 

（子どもＢ） 
くわがたが，８

ぴきいます。くわ

がたが２ひき，と

んでいきました。

のこりは，なんび

きになるでしょ

う。 

 本当にひき算の

お話になっている

か確かめてみよう。 

・ 自分のお話が
本当にひき算の
お話になってい
るか，ブロック
などを用いて確
かめさせる。 

・ 友達の説明の
よさに気付かせ
る場を設定す
る。  ブロックを使っ

て説明します。 

 今みたいな説明が

できるといいね。 

お寿司を６個頼みまし

た。お寿司を１個食べま

した。残ったお寿司は何

個でしょう。 

・ クラス全員のお話を確認した
後に，どのお話にも共通して出
てくる数字やひき算を表すよう
な似た言葉がないかと発問し，
同じ表現や似た表現に印を付け
させる。 
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  ⑶ 検証授業Ⅰの考察 

 ア 成果 

  「変換」という視点を基にした算数的活動について 

 絵からお話をつくらせる活動や，事象を抽象的な表現様式に変換させる活動は，数や操作

を表す表現に着目させるのに効果的であった。また，式から具体的な表現様式に変換させ，

それぞれの表現様式を体感させる活動は，ひき算の意味を十分理解していない児童にとって

は，イメージをもって捉えさせる上で効果があった。そのため，文章問題を読んで式化する

だけでなく，ブロックを操作したり，図に表したりするなど自分が表すことができる全ての

表現様式で自分の考えを表現する姿が見られるようになった。 

「関連」という視点を基にした算数的活動について 

 身の回りの事象から関連する事象を想起させるためにひき算のお話づくりを行わせたが，

児童はこれまでの自分の経験等を基に，多くの関連する事象を見付けることができていた。

また，それぞれの事象を比較し類似点や共通点を見付けさせる活動は，児童が根拠をもって

「同じひき算」であると捉えさせるために効果があった。 

「説明」という視点を基にした算数的活動について 

 ペアで説明する場を設定すると，聞き手が隣にいるので，絵やブロックを操作するなど，

自分の身の回りにあるものを用いながら説明しようとする児童が多く見られた。また，相手

の説明で分かりやすかった表現の仕方を積極的に自分の説明の中に取り入れさせるためには，

相手の説明のよさを実感させることが効果的であった。 

 イ 課題 

「変換」という視点を基にした算数的活動について 

   操作的表現や図的表現などの表現様式のどこにつながりがあるか，常に児童に意識させる

ために，より視覚的に捉えさせるための工夫が必要である。また，抽象的な表現や具体的な

表現に変換することは，事象のイメージを捉えさせるのに効果的であることから，継続的に

指導を行う必要がある。 

「関連」という視点を基にした算数的活動について 

   事象同士や場面同士の共通点や類似点にすぐに気付かせるためには，掲示の仕方を工夫す

る必要がある。また，児童自らが，身近なものから新しい場面を想起したり，既習の事象を

振り返ったりするなど，常に事象同士や場面同士を関連付けていくことを意識させる指導を

継続的に行う必要がある。 

「説明」という視点を基にした算数的活動について 

説明することのよさを実感させるためには，模範となる例を紹介する場を設定することが

効果的だが，毎時間紹介する場を設定するのは難しい。そこで，相手に自分の考えを理解し

てもらうための説明の仕方について示したものを常時教室に掲示しておくなどの工夫が必要

となる。また，ペアで説明する場合には，聞く側も話し手が説明をしやすい雰囲気をつくる

ことが大切であることに気付かせる必要がある。 

ウ 検証授業Ⅱに向けての改善点 

検証授業Ⅰを通して，「変換」「関連」「説明」という三つの視点を基にした算数的活動を充

実させるためには，学習指導の工夫で示した手立てについて改善すべきところもあった。そ

こで検証授業Ⅱでは，それぞれの視点に基づく活動が充実するように，より具体的な手立て

をとることにした。 
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○ 数や演算を意味する表現を色分けして囲んだり，線を引いたりする。 

 
えをみておはなしをつくろう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ それぞれの表現様式の近くに数字を書き入れたり，矢印を書き込んだりする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(ｱ) 数学的な表現のつながりを意識付ける手立て 

数学的な表現のつながりをより明確に意識できるようにするために，一人の児童が答え

た表現を基にしながら，どこにつながりがあるのか全員にもう一度問い掛けながら考えさ

せる。そして，つながりを意識させるために，色分けしながら丸で囲んだり，線を引いた

りする。また，数字や矢印を書き込んだりするなどの視覚的に捉えやすくする工夫を行う。

最初は教師が色分けをしながら囲んでいくが，児童がつながりを意識できるようになると，

次は児童に印を付けさせたり，数字を書き込ませたりしていく。児童にこのような指導を

行うことで，数学的な表現同士のつながりをより明確に意識しながら，学習を進めること

ができる(図17)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 類似点や共通点を見付けやすくする手立て 

類似点や共通点を見付けやすくするためには，類似的な事象を提示し，複数の表現様式

で表されたものを横に並べ，同じ表現様式同士を対応させるなど，板書の工夫をしていく

必要がある。板書を見やすく整理することで，類似点や共通点に気付きやすくなることが

期待できる(図18)。 

  

図17 数学的な表現のつながりを意識付ける手立て 

きんぎょが５ひきい

ます。２ひきとりまし

た。のこりは，なんびき

になるでしょうか。 

５ひきから２ひきとると，

のこりは３びきです。 

 

５から２とると，のこりは，

３です。 

 

（しき） 

５ － ２ ＝ ３ 
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えをみておはなしをつくろう。 

具体的な事象              類似的な事象 

 

  

  

 

絵               

                             

 

ブロック 

 

 

図 

 

 

ことば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (ｳ) 自分の考えを相手に伝えるための手立て 

 どんな説明をすれば相手に伝わりやすいか気付かせるために，説明の仕方や説明の聞き

方のモデル（以下「せつめいめいじんへのみち」）を教室に掲示し，常時振り返らせるよう

にする(図19)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７は５より２おおい。 

７から５とるとちがいは２ 

せつめいめいじんへのみち 

８は３より５おおい。 

８から３とるとちがいは５ 

  

せつめいをきく人 
 
・ うなずきながらきこう。 
・ わからないことは，ききかえそう。 
（それは，どういうこと？） 
（ブロックをつかうと，こういうこと？） 
（やじるしをかきいれると，こういうこと？） 

・ 「よくわかったよ。」「なるほど。」など，こえをかけよう。 
・ じぶんのかんがえと，おなじところやにているところがな
いか，くらべながらきこう。 

せつめいをする人 
 
・ ブロックやずなどをつかって，せつめいしよう。 
（よし，あいてにわかりやすくつたえるぞ！） 

・ せつめいするまえに，じぶんでれんしゅうしよう。 
・ ともだちに「わかった？」と，たずねよう。 

７－５を表す事象 ８－３を表す事象 

図18 類似点や共通点を見付けやすくする手立て 

図19 自分の考えを相手に伝えるための手立て 

あかい車が５だいありま

す。きいろい車が７だいあ

ります。あかい車ときいろ

い車では，どちらがなんだ

いおおいでしょうか。 

あかい車が３だいありま

す。きいろい車が８だいあ

ります。あかい車ときいろ

い車では，どちらがなんだ

いおおいでしょうか。 
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「せつめいめいじんへのみち」には，説明する側の視点と聞く側の視点を載せることで，

お互いに学び合いながらペアでの学習を行わせることができる。また，説明が終わった後

には必ず相手に「わかった？」と自分の説明が伝わったか尋ねることで，相手を意識した

説明ができるようになる。このような指導を継続していくことで児童は，相手に分かりや

すい説明を体感的に捉えることができる。  

⑷ 検証授業Ⅱの概要  

ア ねらい 

  ｢変換｣｢関連｣｢説明｣という三つの視点を基にした算数的活動を位置付けた授業を展開す

ることで，加法の意味や概念を理解することができるか検証する。今回は検証授業Ⅰを受け

て，次のような観点で，授業を実施していく。 

 ○ 検証授業Ⅰで明らかになった改善すべき指導方法が妥当であるか検証する。 

 ○ 検証授業Ⅰで検証できなかった指導のポイントと手立てについて検証する。 

 ○ 検証授業Ⅰで検証した指導のポイントや手立ての中でも，指導の充実を図る上で重視す

るものは，継続的に検証する。 

  以上のようなことを踏まえて，検証する内容を以下のように整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 実施時期 平成24年10月下旬～11月上旬 

ウ 対象 南九州市立中福良小学校 第１学年（５人） 

エ 単元名 「たしざん（２）」 

オ 目標 

 (ｱ) １位数と１位数をたして，和が11以上になる加法の意味や概念と計算の仕方を理解し，

計算の技能を確実に身に付ける。 

 (ｲ) 加法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりする。 

⑸ 検証授業Ⅱの実際 

 ア 第１時 

(ｱ) 目標                      

      和が10を越えるたし算と既習のたし算の内容を比較する活動を通して，それぞれのたし

算が関連していることに気付き，たし算についての理解を深める。 

視点 ポイント ねらい 

変換 

抽象化 

具体的な事象を現実的表現から操作的表現，操作的表現から図

的表現など，徐々に抽象的な表現に変換することができるか継続

的に検証する。 

具体化 
式に表した記号的表現を現実的表現や操作的表現など，具体的

な表現に変換することができるか継続的に検証する。 

つながり 
視覚的に捉えやすくする手立てを取ることで，それぞれの表現

様式のつながりが意識できるか検証する。 

関連 

類似点・共通点 
板書の仕方を工夫し，類似点や共通点に気付きやすくすること

で，たし算となる根拠に気付くことができるか検証する。 

広がり 
本時の学習と関連する事象を既習の事象や身の回りにある事

象から想起し，関連付けることができるか継続的に検証する。 

説明 

実感 
説明の仕方を掲示することで，自分の説明の中に相手が理解し

やすい表現や事象を取り入れることができるか検証する。 

選択 
説明の練習の場を設定することで，相手を意識した説明ができ

るか検証する。 
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 (ｲ) 実際                     （Ｔ：教師の発問 Ｃ：児童の反応） 

学習活動 教師の発問と児童の反応 留意点 

１ 学習課題を受け止める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学習問題を焦点化する。 
 
 
 
 

Ｔ ：公園で何人遊んでいるという
話がつくれるかな？ 

Ｃ ：砂場で９人遊んでいます。滑
り台で４人遊んでいます。子
どもは合わせて何人遊んでい
るでしょう。 

Ｔ  ：式はどうなるかな？ 
Ｃ  ：９＋４です。 
Ｔ ：９はどこにある？ 
Ｔ ：４が見える？ 
Ｃ ：絵の中にあります。お話の中

にもあります。 
Ｔ  ：たすはどこにある？ 
Ｃ ：お話の中の「合わせて」です。 
（省略） 

変換のポイント 
（つながり） 
【数や演算を意味す
る表現に着目させ
る発問】 

○ お話と式の中に
ある数や演算を意
味する表現に着目
させ，それぞれのつ
ながりが分かるよ
うに印を付ける。 

 
 
 
 

 
５ 自分の考えを説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真４ ペアでの説明 
 
 
 
６ 本時の学習について確認
する。 

 動きが似ている。矢印の
向きも同じだ。だから，答
えが10をこえてもたし算で
いい。 

 
 
 
７ 本時の学習をまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ｔ ：これから自分の考えを友達に

発表するよ。 
Ｔ ：自分が気付いたことをお友だ

ちに説明できそうかな？ 
Ｃ ：できます。 
Ｔ ：お隣の人に説明してみよう。 
Ｃ ：ぼくは，ブロックで説明する

よ。ブロックを動かすと真ん
中に集まるように動くでしょ
う。だからたし算だよ。 

Ｃ ：うん分かったよ。わたしもブ
ロックで説明するよ。 

 

 
 
(ペアで説明をした後に) 
Ｔ ：なぜたし算といえるのかな？ 
Ｔ ：手の動きはどんな動きだった

かな？ 
Ｃ ：９＋４の場合も，５＋４と同

じように，絵やブロックを動
かす手の動きが，真ん中に集
まっています。 

Ｃ ：図も矢印の向きが，同じでし
た。 

Ｔ ：みんな，10をこえるたし算が
あると思っているんだね。 

Ｔ ：では，たし算の動きになって
いるか，もう一度みんなで確
認しよう。 

（二人がブロックを動かしながら
説明する。） 

Ｃ ：動きが同じだ。 
Ｔ ：どちらも同じ動かし方をして

いるね。だから,答えが10を超
えるたし算があってもいい
ね。 

（省略） 
 
 
 

 
説明のポイント 
（選択） 
【ペアで説明する場】 
○ お互いが自分の
考えを説明できる
ようにペアでの説
明に取り組ませる。
友達が理解できて
いないと思ったと
きには繰り返し説
明をさせたり，別の
表現を使って説明
させたりする。 

 
関連のポイント 
（広がり） 
【既習の事象を振り
返る発問】 

○ 既習の場面を振
り返り，ブロックの
動きが似ているこ
とや矢印の向きが
同じになることな
どに着目させるた
めの発問をする。 
また，２人組で，

５＋４のブロック
を動かす手の動き
と，９＋４のブロッ
クを動かす手の動
きを比較させ，共通
していることに気
付かせる。 

絵を見てお話をつくろう。 

 こたえが 10 をこえるた
しざんがあってもよいのだ
ろうか。 

写真５ 既習の事象との関連

付け 
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「変換」という視点を基にした算数的活動  
変換のポイント（つながり）【数や演算を意味する表現に着目させる発問】 

絵とお話から数や演算を意味する表現に着目させ，それぞれの表現のどこにつながりが
あるか発問したり，つながりが分かるように色分けしながら丸で囲んだり，線を引いたり
する。 
＜指導の工夫＞ 

・ 「９はどこにあ
る？」「４が見え
る？」「たすはどこ
にある？」と問い
掛けながら，それ
ぞれの表現の中に
共通する集合や表
現に気付かせる。 

＜児童の様子＞ 
・ それぞれの表現様式の中に含まれる数の集合や演算を意味する言葉などを見付けるこ
とで表現様式のつながりに目を向けるようになった。 

 

「説明」という視点を基にした算数的活動  
説明のポイント（選択）【ペアで説明する場】 

ブロックや図などを使いながら，相手に自分の考えを分かってもらうという目的意識を
もって説明させる。 
＜指導の工夫＞ 

 

＜児童の様子＞ 

・ お友だちが分からないときには，尐し表現を変えながら，自分の考えを説明しようと
する姿が見られるようになった。 

 

「関連」という視点を基にした算数的活動  
関連のポイント（広がり）【既習の事象を振り返る発問】 

９＋４とたし算で表すことができるという根拠を明らかにするために，５＋４の式にな
る事象を振り返る発問をする。 

＜指導の工夫＞ 

・ 既習の事象を振り返らせるこ
とを意図する発問を通して，答
えが10を越えるたし算があるこ
とを，答えが10以下になるたし
算との共通点を根拠に説明させ
るようにする。 

 

＜児童の様子＞ 

・ 絵やブロックの動きや図の矢印の向きから，答えが10をこえるたしざんがあってもいいと
根拠をもって答える姿が見られた。 

・ お互いの表情を見た
り，「今の説明分か
る？」と問い掛けさせ
たりすることで，相手
に合わせた表現で説
明ができるようにす
る。 

 

 手の動きはどん

な 動 き だ っ た か

な？ 

 

９＋４の場合も５＋４と同じよう

に絵やブロックを動かす手の動きが

真ん中に集まっています。 

９はどこにある？ 

４が見える？ 

たすはどこにある？ 

ぼくは，ブロック

で説明するよ。 

 うん，分かっ

たよ。 

自分が気付いた

ことをお友だちに

説明できそうか

な？ 

お隣の人に説明

してみよう。 

５＋４の動か

し方は，・・・。 
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 イ 第４時 

(ｱ) 目標                      

      １位数同士の繰り上がりのある加法の計算の仕方について，ブロックや図などを活用し

て考える活動を通して，加数だけでなく被加数を分解しても10のまとまりを作れることや

加数と被加数，両方とも分解して10のまとまりを作れることなどに気付くとともに，それ

らを関連付ける活動を通して，計算の仕方の理解を深める。 

 (ｲ) 実際                    （Ｔ：教師の発問 Ｃ：児童の反応） 

学習活動 教師の発問と児童の反応 留意点 

１ 学習課題を受け止める。 
 
 
 
 
 
２ 学習問題を焦点化する。 
 
 
 

Ｔ ：今日はこのお話を考えてい
くよ。 

Ｔ ：式はどうなるかな？ 
Ｃ ：式は９＋８です。 
Ｔ ：本当にその式かな？ 
Ｔ ：９はどこにあるかな？お話

を指でなぞるからストップ
をかけてね。 

（省略） 

○ 加数分解や被加
数分解を両方とも
イメージしやすく
するために，加数も
被加数も 10に近い
数の問題を提示す
る。 

 

５ 各自が見付けた方法を説明する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 

 
 

Ｔ ：お隣の人にも説明できるよ
うに練習しよう。 

Ｔ ：「せつめいめいじんへのみ
ち」には，どんなことが書
かれていたかな？ 

（中略） 
Ｔ ：説明の練習の時間に，先生

に分かったことを説明して
もいいよ。 

Ｔ ：もう大丈夫かな？では，自
分の考えをお隣の人に説明
してみよう。 

Ｃ ：ブロックで説明すると，８
を１と７に分けて９と１で
10。10と７で17だよ。分か
る？ 

Ｃ ：分かったよ。 
Ｔ ：交代して説明してみよう。 
Ｃ ：図を使うと，８を１と７に

分けて，９と１で10。10と
７で17だよ。分かったかな。 

Ｔ ：みんなの前でも説明できる
かな？ 

Ｃ ：ブロックを使って黒板で説
明します。 

Ｃ ：図を使って説明します。 
Ｔ ：他の方法でもできるかな？ 
Ｃ ：できます。さくらんぼ計算

でもできます。 
Ｔ ：ブロックや図を横に並べて

みるよ。比べやすくなった
かな？同じところや似てい
るところがあるかな？ 

（省略） 
Ｔ ：今は，８を分けたけど９を

分けてもできるかな？    
Ｃ ：できます。 
Ｔ ：さくらんぼ計算の似ている

ところはどこかな？ 
Ｃ ：10のまとまりをつくるとこ

ろです。 
（以下省略） 

説明のポイント 
（選択） 
【説明のために練習
する場】 

○ ９＋８の計算の
仕方を加数分解で
も被加数分解でも
説明できるように
練習する。 

説明のポイント 
（実感） 
【模範となる例を紹
介する場】 

○ 相手を意識した
説明ができるよう
に，「せつめいめい
じんへのみち」を活
用する。 

 
 
 
 
 
 
 
関連のポイント 
（類似点・共通点） 
【同じ表現様式に表
す場】 

○ 同じ表現様式を
横に並べて板書し，
類似点や共通点を
見付けやすくする。 

関連のポイント 
(類似点・共通点) 
【類似点や共通点を
問う発問】 

○ 同じ表現様式同
士を比較させて，加
数を分解しても被
加数を分解しても
10のまとまりをつ
くって計算するこ
とは同じであるこ
とに気付かせる発
問をする。 

おにいさんは，おりがみを９まいもっ

ています。おとうとは，おりがみを８ま

いもっています。ふたりのおりがみをあ

わせると，なんまいになるでしょうか。 

 

10のまとまりをつくってけいさ

んできるかな。 

写真６ 説明するための練習の時間 

写真７ 新しい数学的な表現同士の 
比較 
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「説明」という視点を基にした算数的活動  
説明のポイント（選択） 
【説明のために練習する場】 

「説明」という視点を基にした算数的活動
説明のポイント（実感） 
【模範となる例を紹介する場】 

自分の考えを相手が理解するためには，ど

んな表現を使えばよいか考えさせる。 

 相手を意識した説明ができるように模範

例を示す。 

＜指導の工夫＞ 

 
＜指導の工夫＞ 

 

＜児童の姿＞ 

・ ブロックを使ったり，図にかいたりして

自分が思いつく数学的な表現を全て思い浮

かべながら練習をする子どもが出てきた。                    

＜児童の姿＞ 

・ 「せつめいめいじんへのみち」にかい

てあることを真似しながら説明する姿が

見られるようになった。 

 

「関連」という視点を基にした算数的活動  
関連のポイント（類似点・共通点）【同じ表現様式に表す場】 

同じ表現様式を横に並べて板書し，類似点や共通点を見付けやすくする。 
＜指導の工夫＞ 
・ 操作的表現同士や図的表現同士など 
を横に並べて提示することにより，類
似点や共通点を見付けやすくする。 

 
 
 
 
 

＜児童の様子＞ 

・ ブロックの動かし方を比べたり，図の矢印を比べたりしながら，たし算とはどのよう

なものなのか捉えようとする姿が見られた。 

 

「関連」という視点を基にした算数的活動  
関連のポイント（類似点･共通点）【類似点や共通点を問う発問】 

加数分解と被加数分解の類似点や共通点を見付けるための発問をする。 

＜指導の工夫＞ 

・ 加数分解と被加数分解の類

似点や共通点を見付けるため

の発問をし，新しい計算でも

10のまとまりをつくって計算

することは同じであることに

気付かせる。 

 

＜児童の様子＞ 

・ これまでの計算と新しい計算の仕方を比較することによって，共通点や類似点を見付

け，10のまとまりをつくって計算すればいいことに気付く姿が見られた。 

ブロックや図などを横に並べて

みるよ。比べやすくなったかな？同

じところや似ているところはない

かな？ 

さくらんぼ計算の似て

いるところはどこかな？ 

・ 自分の考えを

相手に分かりや

すく伝えるため

の練習の場を設

ける。 

 

・ 相手意識をも

たせるために，

「せつめいめい

じんへのみち」

を活用する場を

設ける。 

 

「せつめいめいじん
へのみち」には，どんな

ことが書かれていたか
な？ 

 

お隣の人にも説明でき

るように練習しよう。 

新しい計算でも 10 のまとまりをつくっ

て計算することは変わりません。 

これまでの計算の仕方 新しい計算の仕方 
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  ⑹ 検証授業Ⅱの考察 

   ア 成果 

「変換」という視点を基にした算数的活動について 

児童の発表を基にしながら，数や演算を意味する表現を丸で囲んだり，線を引いたり，数

字を書き込んだりするなど，視覚的な手立てでつながりを意識付ける工夫は，児童にそれぞ

れの表現様式のつながりを気付かせるのに効果的だった。 

    「関連」という視点を基にした算数的活動について 

     第４時の９＋８の計算において，これまでの加数を分ける計算の仕方と被加数を分ける計

算の仕方を記号的表現（さくらんぼ計算）にそろえて比較させた。児童は，どちらの計算の

仕方も加数または被加数を分けていることに気付くことができた。また，丸で囲んである場

所に着目し，どちらも10のまとまりをつくっていることにも気付くことができた。このよう

に児童は，記号的表現を比較し，類似点や共通点を見付けることで，加数を分けても被加数

を分けても10のまとまりをつくって計算すればよいことに気付き，これまでの計算と統合的

に捉える姿が見られた。 

    「説明」という視点を基にした算数的活動について 

     「せつめいめいじんへのみち」という資料をつくり，教室に常時掲示することで，それを

参考にしながら説明する姿が見られるようになった。また，ペアで説明する経験を重ねるこ

とで，「今の説明分かった？」と相手に自分の考えを理解できているか尋ねる姿も見られるよ

うになった。相手を意識した説明をするためには，このような資料を掲示して，いつでも児

童が振り返ることができるようにしておくことが効果的である。さらに，「せつめいめいじん

へのみち」に，聞く側の視点を示すことで教師は，聞く側の児童に対してその視点を基にし

た指導を行うことができた。聞く側の児童は，その視点を意識しながら相手の説明を聞くこ

とができるようになり，相手の発表を以前よりも真剣に聞く姿が見られるようになった。 

   イ 課題 

「変換」という視点を基にした算数的活動について 

     「変換」という視点を基にした算数的活動は，児童が一つの事象を記号的表現だけでなく，

操作的表現や図的表現など複数の表現様式で捉えられるところまで指導を充実させていく。

また，本単元を終えるまでには，複数の表現様式で捉えたイメージをもちながら，具体物な

どを使わなくても念頭操作だけで，10のまとまりを意識しながら，計算ができるように児童

のスキルを高めていく必要がある。 

「関連」という視点を基にした算数的活動について 

 類似点や共通点を見付ける活動に加えて，関連する事象を広げていくことが重要である。

特に，児童は事象同士や場面同士の関連性を見付けてつぶやく瞬間があるので，その瞬間を

見逃さずに取り上げたり，つぶやいたことを賞賛したりしながら，関連する事象を広げよう

とする見方を育てていく必要がある。また，児童が事象同士や場面同士の関連に気付かない

場合は，教師が意図的に提示し，事象や場面の広がりに気付かせるように，指導の充実を図

らなければならない。 

「説明」という視点を基にした算数的活動について 

     「せつめいめいじんへのみち」は，今後も実践を通しながら内容を吟味し，児童の実態に

合わせて改善していく必要がある。 
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Ⅳ 研究のまとめ 

 １ 研究の成果 

 ⑴ 抽象的な表現に変換したり，具体的な表現に変換したりする算数的活動に取り組ませること

は，児童が，一つの事象を多面的に捉えられるようになるのに効果的であった。また，つなが

りを意識させる発問を行ったり，場を設定したりすることで，それぞれの表現様式に含まれる

数や演算を意味する表現に着目させることができた。 

 ⑵ 具体的表現や操作的表現，図的表現などに事象を表現し，それぞれの表現同士を比較させる

場を設定することにより，児童は，類似点や共通点を根拠に二つの事象が関連付けられている

ことに気付かせることができた。また，事象同士や場面同士を関連付ける指導として，お話づ

くりを行うことは，身の回りにある関連する事象を見いだし，広げるのに効果があった。 

    さらに，低学年の児童には，具体的に着目するポイントを示した発問をすることにより，そ

れぞれの表現様式に含まれる類似点や共通点に気付かせるのに効果的であることが分かった。 

⑶ 練習の場やペアで説明する場を設定することにより，ブロックなどを用いながら，相手を意

識して説明する姿が見られるようになった。また，「せつめいめいじんへのみち」を常時掲示

することで，児童が話し手，聞き手を意識して説明する算数的活動に取り組ませるのに効果が

あった。 

 ２ 今後の課題 

  ⑴ 単元全体を通して，「変換」「関連」「説明」という三つの視点を基にした算数的活動をどこ

に位置付けたら，より充実した学習指導が行えるのか考える必要がある。 

  ⑵ 児童が主体的に「変換」や「関連」という視点を基にした算数的活動ができるように，数学

的な表現のつながりや事象同士や場面同士の関連が分かるノートの書き方など指導法を改善

する必要がある。また，同じ表現様式の中でもより抽象的な表現が使えるように，学年に応じ

て系統的に指導をする必要がある。 

  ⑶ 相手を意識した説明をするための方法に気付き，「今の説明で分かった？」「もう１回説明し

て。」などの声は聞こえるようになったが，説明を聞いた後に，自分が言い換えるならば，ど

んな表現になるのか考えるなど，相手の説明を基に自分なりの表現に変換させる経験を積ませ

ていく必要がある。 

  ⑷ 児童が文章問題の内容を正確に読み取るために，情景をイメージしたり，絵や図などに置き

換えたり，言葉を言い換えるなどの指導を他教科においても意識して行う必要がある。 
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【研究の概要】 

 本研究は，数量についての理解を深めるために，

自分の考えを表現し，説明する算数的活動を通して，

低学年における算数科の学習指導の在り方について

研究したものである。 

 具体的には，自分の考えを表現し，説明する算数的

活動を「変換」「関連」「説明」という視点を基に捉え，

算数的活動を充実させるための学習指導を７つの指

導のポイントと12の手立てに整理し，授業で検証し

た。 

 その結果，子どもが積極的に絵やブロックを操作し

たり，図や式に表現したりしながら，たし算やひき算

などの意味や概念を理解する姿や数学的な表現を用

いて，自分の考えを説明する姿が見られるようになっ

た。 

【担当所員の所見】 

本研究は，自分の考えを表現し，説明する算数的活

動を「変換」「関連」「説明」という視点を基に捉え，

低学年の児童がたし算やひき算などの意味や概念に

ついての理解を深めるための学習指導の在り方につ

いて研究したものである。 

算数の学習では，日常の言語をはじめ，数，式，図

などで示されるような複数の表現様式を用いる。した

がって，低学年において，たし算やひき算などの理解

を深めるためには，算数に関わりのある事象を複数の

表現様式に置き換える算数的活動（変換）や身の回り

にある事象から共通点や類似点を見付ける算数的活

動（関連），自分が考えたことを説明する算数的活動

（説明）を位置付けた学習指導が必要である。本研究

で明らかにした「変換」「関連」「説明」という視点に

基づいた算数的活動と，その指導のポイントや手立て

（活動の場の設定や発問）は，数量についての理解を

深める学習指導を構築する上で大きな示唆を与える

ものである。 

今後も，「変換」「関連」「説明」という視点に基

づいた算数的活動についての研究を更に深め，その成

果を学校及び先生方に還元し，算数科教育の充実に努

めてほしい。 

 


